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序

筑後市は現在、農業と商工業が調和した田園工業都市をめざした街づく

りに取り組んでいますか、近年の不況により開発の波も静かになりまし

た。 この煽りを受け、 開発に伴う埋蔵文化財の審査の件数も一時は減っ

てはいたものの、 少しづつではありますが、最近は増加傾向にあります。

この度、報告致します「久富鳥居遺跡」はこういった状況の中で建売分

譲住宅工事に伴い、埋蔵文化財発掘調査を実施し、まとめたものでありま

す。

本書か、地域の歴史研究や文化財の保護、啓発に広く活用していただけ

れば幸いです。

なお、調査を実施するにあたりまして、株式会社ミサワホ ー ム南福岡か

ら多大なご理解・ご協力を賜りここに厚くお礼申し上げるとともに、連日

猛暑の中、調査に参加されました作業員の方々に感謝を申し上げる次第

であります。

平成6年3月31日

筑後市教育委員会

教育長 森田基之



言例

1. 本書は、 株式会社ミサワホ ー ム南福岡支店から建売分譲住宅工事に係る埋蔵文化財発掘調

査の依頼を受けて、筑後市教育委員会が平成5年度に実施した久富鳥居遺跡（筑後市大字久富
1533-1外所在）の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 .  調査は平成5年9月 1日から 11月5日まで実施し、 開発対象面積は約2,400 m'、調査面積

約 2,000面である。

3. 検出遺構の実測及び写真撮影は、小林勇作・大島真一郎・馬場敦子、出土遺物の実測は、平

塚あけみの協力を得た。出土遺物の写真撮影及び製図は、 平塚・小林が行った。また、検出

遺構の空中写真撮影は、（有）空中写真企画に委託した。

4. 本書に示す方位は、すべて座標北 (G.N) を指す。（国土調査法第II座標系による）

5 . 本書の 2.遺跡の位置と環境は大島真一郎、 その他の執筆、 編集は小林が担当した。
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1 は じ め に
「久富鳥居遺跡」は筑後市の北西部、鬼の修正会で有名な熊野神社の南約50 mの丘陵上にあり、

過去の分布調査や発掘調査などにより遺跡周辺は埋蔵文化財が存在することが予測されていた。

筑後市教育委員会は平成 5年 4月 28日、株式会社ミサワホ ー ム南福岡支店から建売分譲住宅

造 成工事予定地の試掘調査依頼を受け、これにより5月 10日重機による試掘を行った。 その結

果、埋蔵文化財を認めたため開発関係者と協議し、平成5年9月 1日から調査を開始することと

なった。調査は足掛け 2カ月に渡って行い、終了は 11月5日であった。この間の 10月 21日は

気球による空中写真撮影を実施し、 整理作業及び報告書作成については、 調査終了後、 文化財

整理室にて随時行った。

発掘調査及び整理の関係者は次の通りである。

発掘調査

調査主体 筑後市教育委員会

総 括 教育長 森 田 基 之

部 長 橋 本 益 夫

社会教育課長 下 川 雅 晴

社会教育係長 松 永 盛四郎

技 師 永 見 秀 徳

小 林 勇 作 （調査担当）

発掘調査参加者（順不同、 敬称略）

愛川 一枝 井村 静香 大石 新一 大島真一郎 小 野 清次 小 野ミノプ

加藤 礼子 蒲地 京子 木下ハキノ 田島 好江 堤 ミツヨ 寺崎タクミ

中沢やよい 馬場 敦子 矢次 和枝

整理作業参加者 （順不同、 敬称略）

平塚あけみ （整理補助員） 野間口靖子 桜木 千鶴 湊 まど香 大島真一郎
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2. 遺跡の位置と環境
久富鳥居遺跡が所在する筑後市は、福岡県南部、 筑後平野のほぼ中央を占め、 市の中央部を

南北に国道 209号線、JR鹿児島本線が縦断し、 東西には国道44 2号線が横断する。

東は耳納山地の南端裾野より派生した八女丘陵が八女市山内から西方に伸延し、 当遺跡を含

む地区を経て丘陵末端部の三瀦町西牟田にいたる東西約十数kmの細長い帯状の中位段丘を呈す。

段丘上では微起伏による開析谷も見られ、 比較的緩やかな変化を示す。 八女丘陵の起点付近に

は前方後円墳が数百基存在し、 一連の八女古墳群を形 成する。 その流れを汲んで当市にも小規
註―l

模ながら数基の古墳が確認されている。 市北部一条に石人山古墳、近接する前津に欠塚古墳、共
註ー2

に前方後円墳で造り出し構造をもつ。 北部西牟 田には円墳の瑞王寺古墳がある。 北部一帯には
註ー3 註ー4

古墳時代中期の 田佛遺跡、 その南部には蔵数遺跡群が存在し、 その一角には弥生時代中期から

古墳時代後期にかけての集落遺跡、 森の木遺跡が存在する。 同じ丘陵面を東上すると、 奈良時
註ー5

代前期から中期にかけての前津中の玉遺跡が確認されている。

近世において、 羽犬塚は坊津街道の宿場町としての繁栄を経て、 現在まで貫線は交通の要衝

として、 その命脈を保ち続けている。

市中央付近には山ノ井川を直下に見下ろす中位段丘上端に弥生から江戸時代にかけての複合

遺跡、若菜遺跡があり、400軒を越す竪穴住居が確認されている。 更に緩やかに西下した低位段
註ー6

丘上には高江遺跡が存在する。

この地点より北方眼前の中位段丘面に当遺跡は位置し、周囲は田畑耕作の風景が見られる。 こ
註ー7

の微高地の一角には8 世紀後期創建の坂東寺、 12世紀中期勧請にかかる熊野神社を控えている。
註ー8

市南部の主な遺跡としては、 縄文時代の集落追跡である。 裏山遺跡や弥生時代前期から中期に
註ー9 註ーIO

かけての狐塚遺跡、 弥生時代から中世にかけての榎崎辿跡、 井田西中野追跡が点在する。

註1: 筑後市文化財報告害「欠塚古墳」第8集 筑後市教百委員会1983

註2: 筑後市文化財報告書「l偽王寺古墳」第3集 筑後市教育委員会 1984

註3: 筑後市文化財報告書「田佛遺跡」第5集 筑後市教育委員会1988

註4: 筑後市文化財報告書「蔵数遺跡群」第6集 筑後市教育委員会1990

註5: 筑後市文化財報告書「前津中の玉遺跡J第4集 筑後市教育委員会

註6: 筑後市文化財報告書「高江遺跡」第7集 筑後市教育委員会1991

註7: 「筑後市神社仏閣」第6集 筑後市教育委員会 筑後郷土史研究会 昭和50年

註8: 筑後市文化財報告書「裏山遺跡」筑後市教育委員会1966

註9: 筑後市文化財報告苔「狐塚遺跡」筑後市教行委員会1970

註10: 筑後市文化財報告書「榎崎遺跡」第9集 筑後市教育委員会1993
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遺跡名
L久富鳥居遺跡 2. 瑞王寺古墳 3. 田佛遺跡 4. 鷲寺遺跡 5. 蔵数遺跡群 6. 蔵数東野屋敷遺跡
7蔵数森ノ木遺跡 8熊野坂東寺 9. 高江窯跡 10. 高江遺跡 11. 前津中ノ玉遺跡 12. 羽犬塚中学校遺跡

13羽犬塚町囲 14辻遺跡 15. 若菜経塚 16. 坊田遺跡 17. 石塚遺跡

第1図 周辺の遺跡分布図(1/25000)
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3. 遺 跡 の 調 査

(1)検出遺構

調査区全体には、 樹木や耕作によってかなりの遺構が攪乱されていた。検出遺構は、 調査区

の北端に竪穴住居跡 1棟、溝で東西方向にはしるものや途中が南へ屈曲するもの、掘立柱建物跡

7棟、 井戸 3基、土堀および ピットであった。出土逍物は全体的に少量であったが、竪穴住居跡

からはまとまった遺物を得た。 （第 2 図• 図版1)

住居跡

S1030 (第 3図• 図版2-4)

調査区の北端で検出された一辺約 5.5m の正方形を呈する竪穴住居で、西隅は樹木による攪乱

を受けている。主軸は N - 55
°

- E を示す。遺構検出面から10cm 程掘下げた所で、南東の壁

と東隅の2 ヶ所に小規模な段差状の遺構を検出した。双方とも淡茶色粘質土の積み土を行ってお

り、 全体がよく締まっていたことから、ここでは出入りするための階段遺構として捉えた。床

面は人為的な調整は観られず、第 3図に示す土層断面図 4はベッド状遺構の可能性が強い。床面

周囲には壁溝が巡り、 その下位には 0.6-l.5m 間隔に並ぶ直径 7cm 前後の杭跡を認めた。 柱穴

は床面で4 ヶ所認め、 どれも直径 30cm 前後、深さ約 50cm を測り、柱痕は認められなかった。

また、床面を除去すると、南東壁のほぼ中央に一辺 55cm 前後の方形な小土堀 (SK129)を検出

した。この小土堀からは5世紀前半の小型丸底壺を2 個体出土し、住居跡堆積の暗黒茶色土や淡

茶褐色土からは 5世紀代の土師器を認めた。

掘立柱建物跡

SB 110 (第 4図• 図版5)

調査区の北東閲で検出した2 間 x2 間の建物である。主軸は N-6
°

30' -E で、柱間は2.0m

前後、南北1.6m前後。柱穴掘形はいずれも楕円形で、径 15cm 前後の柱痕を 3 ヶ所で確認した。

埋土中から土師器片が出土している。

SB 120 (第 4図 ・図版6)

調査区の南端で、SB160 と重なり合うように検出した。建物の主軸は N-4
°

-E で、これ

より更に南へのびる。出土遺物はない。柱間は東西 3.80m、南北1.65mで遺構面からの深さは

約 0.60m を測る。

SB 160 (第 4図• 図版6)

調査区の南端で検出し、建物はこれより更に南へ延びていくものと思われる。柱間は東西2.0m

前後、南北3.0m前後を測り、建物の主軸は N-13
°

-E、柱穴掘形はいずれも円形を呈す。P6

で径 13cm の柱痕を確認し、 逍物は土師器小皿を出土した。
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（第5図・図版5)

調査区の北 側で検出した 4

間X2間の東西 棟の建物。建

SB130 

宣-讐.闘

柱間は東西2 .0 m前後、南北

1 .3-2 .5m。柱穴間(P2 -5)、

(P7-10)ではビットを 多数

認め建直しも考慮できる。

柱穴掘形は殆どが楕円形で、

径 15-20 cm 前後の柱の痕

跡を 7 ヶ所(Pl. 3 . 5 . 6 . 8 . 10 . 

12)で確認し、 埋土中からは

土師器、 瓦器を出土してい

-Eで物の主軸はN-1 ゜

標高11. 00 m 

2m 

ru 08·01躍菌

--· @ ----------
S8120 

（第 6 図・図版5)

SB130のやや西 寄りに検

出した。南北 棟の建物で 4間

X 1 間の建物と考えるが、 2

問X1 間としても比定できる。

る。

S8140 

。

冒／／／／／／／／『／／／
／

言
-Eで、柱間

は東西2 .3m前後、南北1 .9 -

2 . 4mを測る。出土遺物はな

主軸はN-2 ° 

し、 ゜
w 08·01躍菌（第 6、 7図・図版6 )SB 150 

日
O
OO

.
O
I

煙
畔

調査区の中央付近で検出し
ー 'W 一

P6 

®
 

SB160 

Pl 

P2 -- -- - I 
第4図 SB 110·120·160 実測図(1/80)

更に東へ続く。東西棟の建物

と思われ主軸はN - 10 ° 30 ' 

-Eである。柱穴掘形は殆ど

が楕円形を呈し、 径 15-20

cm前後の柱の痕跡を6 ヶ所

で確認し、 埋土中からは土

師器を出土した。

これよりた庇付きの建物で、
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l明黒茶色砂質土

2淡黒褐色粘質土（黄茶色粒子をやや含む）
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SB150土層断面図(1/40)第7図
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SB140·150実測図(1/80)第6図
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S B 1 70 

（第 8、 9 図）

調査区南側の西寄 り に

検出 し た 。 と も に 柱穴掘

形 は 楕 円形で ほ か の建物

柱穴 と 比べて一回 り 大 き

く 、 直径約 90cm を 測 る 。

ま た 、 約 30cm の柱 の痕

跡を検出 し た 。 こ れ よ り

南 に掘形 ・ 埋土共 に類似

し た ピ ッ ト ( SP 07 6 ) を 検

出 し 、 SB 170 と の結びつ き

も 気 に な る 。 出 土迫物

は な い 。

土壊

SK 020 

（第 1 0図）

調査区の 北東側で検出

し た 、 一辺約 2. 60m を 測

る 隅丸方形の土堀で あ る 。

SK 068を切 り 、 遺構底面

の東側 は楕円形の窪みを

有す る 。 堆積土 は 黒茶色

砂質土 （腐食土） で、 辿

構検出面か ら の深 さ は 45

cm を測 る 。 西隅 に は 直

径 25cm 程度の 2 つ の柱

穴を認め た 。 追物 は 少鼠

で土師器、 陶磁器、 瓦器

を 出 土 し た 。 貯蔵穴 と 思わ れ る 。

S K  068 (第 1 0 圏 ・ 図版 9)

調査 区北東側の SK 020 に 切 ら れて 検 出 し た 直径 1 . 1 2cm を測 る 円形状の土堀であ る 。 黒褐色

土の堆積土 で 、 土師器、 瓦器を認め た 。

2 m 

標高1 1 . 00 m

゜

第8 図 SB 170 実測図 ( 1 /80)

(SP076の平面図は第2 図参照の こ と ）

a
 

b
 

標高 10. 90 m 

SB 1 70 P 2  

c
 

標高10. 90 m 
SP 076 

b
' 

1 淡黒褐色土
（黄茶色土 プ ロ ッ ク を多 く 含む）

2 �  茶褐色土

3 暗黒茶色土 ( 2 よ り や や柔 か い ）

4 淡茶褐色粘質土

5 明黄茶色粘質土

6 淡黄茶色粘質土

7 黄茶色粘質土 （ や や粘性が強 い）

゜ 1 m  

第 9 図 SB 1 70 · SP 076 土層断面図 ( 1/40)
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® 、:0 1 / o 
SK020 

諧
蛋
l
l

.c l 

｀ 
第 1 0 図 SK020 ·068 実測図 (1/40)

a
 

2 m  

d
 

゜

S K  028 (第11図 • 図版9 )

調査区の北東 側で検出した楕円形の土壊で、 樹木による攪乱を受けている。長径は約5.0 m、

短径 1.6m を測り、遺構の底面には東西 2 ヶ 所に楕円形の窪みを呈す。窪みは東 側 11.0 cm、 西

側 14.0 cm、深さは共に85cmを測る。土壊は主として黒茶色砂質土（腐食土）が堆積しており、

埋土中からは土師器、 陶磁器、 瓦器を出土している。貯蔵施設を考える。

SK 067 (第 12図）

調査区の北東 側で検出した楕円形の土堀で、東 側 に段を有する。 長径2.50 m、短径 1.25m を

測り、 堆積土は黒褐色土であった。逍物は少量の土師器、 瓦器を出土した。

- 1 1  -
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SK028 実測図(1/40 )第 1 1 図
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誓第 1 2 図 土堀実測図①(1/ 40) 
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S K 07 1 (第 12図・図版7)

調査区中央付近で検出した長方形の土堀で、溝状に攪乱を受けていた。1.40 X Q.75 X Q.2Qm 

を測る。黒褐色土の単ーな埋土で、 最下層からは、 ほぼ完形の瓦器小皿が身を上にした状態で

出土した。遺物はこの他、 瓦器細片も出土している。土壊墓の可能性が高い。

そ の 他の土壊

S K  02 1- 0 2 3. 02 5. 0 37 . 069 .  072. 07 3. 134 (第 12、 13図 • 図版8、9 )

土堀はこれら以外に幾つか検出し、 調査区の中央付近に点在する。ほとん どが 円形を呈すも

ので、 底面は フ ラ ットを呈する。 幅 70 -l l O cm、遺構検出面からの深さ 7-37cm を測る。出

土遺物はいずれも少量の土師器、 瓦器を認めている。

井戸

SE 0 40 (第 14図・図版8)

調査区南東 側で検出した楕円形の井戸で、径は約2.0 m を測る。堆積土の大半は砂質の黒茶色

土で、遺構検出面から1.2m掘り下げた。井戸は更に深いものであったが、 涌水が酪かったため

掘削を断念した。 埋土中からは少量の土 師器と瓦器を認めた。

S E 08 4  (第 14図 ・図版8 )

調査区西中央付近で掘形の1/2を検出した。攪乱下からの出土で径は1.50 m を測り、主に黒

茶色砂質土の堆積であった。 埋土中の出土遺物はなかった。1.2m掘り下げ、井戸枠は認めなか

った。

S E 0 9 1 (第 2図）

調査区南 側で検出した。井戸は上部の大半を樹木に攪乱され、更に掘削途中で涌水にあった

ことから十分な調査が出来なかった。掘形の直径は1.6 m を測り、堆積土は粘質の黒茶色土であ

った。

溝 （第 2図 • 図版1)

S D 0 19 

調査区の北側を東から西へ向かって流れる幅50 cm 前後の小さな溝 で、 途中、 SP018. 032に

切られる。 明黒茶色土の単一層で、 遺物は土 師器、 陶磁器、 瓦器を出土した。

S D 0 50 

調査区南西付近で北から南へ流れる溝を検出した。溝は 幅 60 cm 前後で途中 S D060に切られ

る。出土遺物は少量の土 師器を認めた。

S D 0 59 

調査区中央付近で東から西へ向かって流れる。幅1 -1.5m の溝で 39 m分を検出し、溝はこれ

より東西方向にのびる。 断面は U 字状を呈し、 堆積土は植物腐食による黒茶色砂質土が大半を

占める。 埋土中からは土 師器、 陶磁器、 瓦器を出土した。

- 14 -
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S D 060 

調査区南西付近で北か ら 南へ流れ る 。 溝 は 幅 50cm 前後で、 SD 050 に接触 し た 所で終息す る 。

出土遺物 は 少量 の士 師器を認め た 。

S D 06 1  

調査 区 中央付近で検出 し た 溝で、 や や蛇行 し な が ら 一旦東か ら 西へ と 流れ る 。 溝 の西端 に な

る と 南へ 8m の びた所で終息す る 。 断面は U 字状を呈 し 、 堆栢土は主 に 黒茶色土で やや砂層の発

達が伺 え た 。 出 土遺物 は土師器、 陶磁器、 瓦器を認め た 。

S D 065 

調査 区 中央付近で SD 06 1 の 脇 を 添 う よ う に北側及 び西側 を は し る 。 溝 は 更 に南へ延 び、 北 か

ら 南へ流れて い る 。 堆積土の大半は 黒茶色砂質土で、 断面 は U 字状を呈す。 出土辿物は須恵器、

土師器、 陶磁器、 瓦器を認め た 。

S D 070 • 080 

調査区南西付近で検出 し た 浅 い 溝 で 、 北か ら 南へ と 流れ る 。 北端 は 東 向 き の コ ー ナ ー を 認 め

た 。 溝 は 一旦終息 し 、 す ぐ 南 の SD080へ と 続 く 。 互 い に 出土追物 は な か っ た 。

S D 1 00 

調査区南端で検出 し 、 東か ら 西へ流れ る 。 幅 30cm 前後 の 浅 い 滞 で あ る 。 出土辿物は な い 。

第 1 4 図 SE 040 土 層 名

I 明黒茶色砂質土 （少量の明 ・ 淡黄茶色小プ ロ ッ ク 、 相当量の校賃茶色校子を含む） 8 l1JI黒茶色砂質土 （ か な り 相当量の問賛茶、 陪茶色、 （一部硫買色） 大 プ ロ ッ ク 、 少量の淡買

2 BJ! 黒茶色妙質土 ( I と 同等の明 ・ 1 よ り 祓 じ る 淡賀茶色小 プ ロ ッ ク 、 1 よ り 多少少り い淡黄 茶、 明貫茶色粒子を含む）

茶色粒子を含む） , l1JI黒茶色砂質士 （血の淡賃茶色中 プ ロ ッ ク 、 （一部灰黄色） 、 ご 〈 少量の同色粒子を含む）

3 DJ! 黒茶色け質土 （致借の淡買茶色大 プ ロ ッ ク 、 D よ り かな り 少 な い I司色粒子を含む） 10 明濃隠茶色妙質土 （ か な り 相 当員の暗茶色 （一部、 明黄茶、 投賃茶色） 人 プ ロ ッ ク 、 多量の

4 DJ! 濃黒茶色砂質士 （ 左肩1こ淡黄茶色持大 プ ロ ッ ク 、 こ
＾

〈 少量の同色小プ ロ ッ ク 、 少望の同色 揆負茶色粒子を含む）

粒子を含む） II 明黒茶色妙質土 （ か な り 大部分を措茶、 賠買茶色 プ ロ ッ ク （一部灰賣色） で占め、 多量のI司

5 明累茶色砂質土 （ 多量の灰貰 ， 淡貰色中 ・ 小 プ ロ ッ ク 、 圃 と 同量の淡員茶色粒子を含む） 色粒子を含む）

6 DJ! 濃黒茶色け質士 （多員の淡費茶色中プロ ッ ク 、 D と 同量の同色粒子を含む） 1 2  B月濃黒茶色砂質土 （少量の陪茶色 （一郎、 明貫、 灰黄色） 小 プ ロ ッ ク 、 ご （ 少量の枝貨茶色

7 明氣茶色砂質土 （相当量の暗買茶色大 プ ロ ッ ク （一部、 淡黄茶色） 、 6 と 同量の淡貿茶色粒 粒子を含む）

子を含む） 1 3 淡黒茶色妙質土 （致騒の陪黄茶色 プ ロ ッ ク 、 相当量の淡胄茶色粒子を含む）

SE 084 土層 名

1 11/1黒茶色妙只土 （若干の紐色輝土 · 後質茶色中 プ ロ ッ ク 、 少i1の淡い賃茶色粒子を含む） 6 明慰茶色砂l'tt (fl! 当員の淡灰色妙'llj:、 多計の淡貨茶色小プ ロ ッ ク 、 少量の后l色IHを

2 BJJIIQ\'. 蝉賃土 (I に似るが、 祖入物紘） 含む）

3 BJI慰茶色妙買士 (I + 後灰貰色粒子を含む） 7 明黒茶色妙胃上 （相当位の淡灰色砂何土、 6 よ り やや少な い淡黄茶色小プロ ッ ク ）

4 11/1黒茶色雌土 （柑当量の淡灰色抄質土、 少量の8Jl賃色 プ ロ ッ ク 、 淡灰黄色 プ ロ ッ ク 、 淡 8 BJ I恨茶色妙l'I土 （相当員の校灰色妙質 i、 少慢のIりIll黒茶色妙貫土、 淡i、 明仇茶色lヽプ

灰黄色 プ ロ ッ ク 、 黄茶色プロ ッ ク 、 淡 い 茶色粒子を含む） 0 ッ ク を含む）

5 明黒茶色虹土 （相当mの淡灰色妙質土、 多量の液貧茶色大プ ロ ッ ク 、 少量の同色粒子を

含む）
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( 2 ) 出土遺物

出土遺物の詳細を報告す る に あ た り 、 今回出土 し た 土 師器杯形土器 に つ い て の 分類は 「太宰

府 • 佐野地区追跡群 I I I 太宰府市の文化財第20集 太宰府教育委員会 1 993」 、 青磁、 白磁 に つ い

て の分類は 「大宰府条坊跡 I I 太宰府市の文化財第 7 集 財団法人 古都大宰府を守 る 会 1983」

に よ る も の で あ る 。

住居跡出土土器

SI 030  (第 1 5- 1 9 図、 図版 1 0- 1 4)

土師器

杯 ( 1 - 1 5) 1 は 口 径 1 2. 3cm、 器高 3、6cm、 2 は 口 径 1 2.3cm、 器高 6. 3cm、 を 測 る 。 何れ も

I - 2 - a で、 1 は底部外面 に ヘ ラ 記号を有す る 。 3-9 は II - 1 - a で、 口 径 1 3.0- 1 4.7cm、 器

高 4.4-6.6cm を測 る 。 9 は外面に煤が付着す る 。 1 0- 1 2 は II - 1 で 口 径 1 4.0- 1 6.0cm を測 る 。

10、 1 1 の外面調整 は ヘ ラ ケ ズ リ で、 1 2 は斜め方向のハ ケ 目 を施 し た後 ヘ ラ ケ ズ リ を行 っ て い る 。

1 3 、 1 4 は II - 1 - a で 、 1 5 は II - 3 - a。 口 径 1 0. 7 - 1 2. 6cm、 器高 7. 1 -7 .6cm 最大径 1 1 .3

- 1 3.0cm を 測 る 。

小型丸底壺 ( 1 6 -24) 1 6 は 口 径 6.4cm、 体部径 9.2cm、 器高 8.8cm を測 り 、 口 縁部 は や や

外反す る 。 内面の底部は ヘ ラ ケ ズ リ 、 D 縁部及 び体部は ヨ コ ナ デ、 頸部は ナ デを施 し て い る 。 外

面の 口 縁部は ヨ コ ナ デで 、 体部か ら 底部 に か け て は ハ ケ 目 を施す。 1 7-2 1 は 口 縁部が外反す る

タ イ プで、 口 径 は 7. 1 - 9.0cm、 体部径 8. 0-9.4cm、 器高 7. 9-9.6cm を測 る 。 1 7、 1 9 、 20 の

内面 は 同 じ調整で、 口 縁部は ヨ コ ナ デ、 体部は ナ デを施す。 1 7 の外面 は 口 縁部で ヨ コ ナ デ、 体

部は ハ ケ 目 の 後 ナ デです り 消 し を 施 し て い る 。 1 9 の外面は 口縁部で ヨ コ ナ デ、 体部はハ ケ 目 の

後 ヘ ラ ケ ズ リ を施 し て い る 。 20 の外面 は 口 縁部で ヨ コ ナ デ、 頸部でハ ケ 目 後す り 消 し 、 体部 は

ハ ケ 目 を施す。 1 8 は や や厚手で、 内面の 口 縁部 は ハ ケ 目 、 頸部下で ナ デ、 底部は ヘ ラ ケ ズ リ を

施す。 2 1 は 口 縁部の内外面 は ヨ コ ナ デで、 内面頸部下位は ヘ ラ ケ ズ リ を施す。 外面の体部上位

は縦方向、 下位 は 不整方向 のハ ケ 目 を施す。 22-24 は上部を欠損 し 、 体部径 は 8.7-9.Scm を

測 る 。

壺 (25 -29) 25、 26 は手捏ね に よ る ミ ニ チ ュ ア で あ る 。 27 は 口 径 1 2.3cm、 体部径 1 3. 2cm、

器高 1 2. 5cm。 内外面の 口縁部は ハ ケ 目 、 内面の頸部は指頭圧痕、 体部は ヘ ラ ケ ズ リ 、 底部は ナ

デを施す。 外面の頸部 は ヨ コ ナ デ、 体部か ら 底部 に か け て は 斜 め 方 向 の ハ ケ 目 を施す。 底部 に

は二次焼成を受 け て い る 。 28 は 下部欠損で、 口 縁部は 「 く 」 の字で あ る 。 内 面 は ナ デ、 外面 は

ハ ケ 目 を施す。 29 は 口 径 9.7cm、 体部径 1 4.8cm、 器高 1 5. 1 cm を測 る 。 口 縁部は緩や か に 内湾

し 、 内 面 は ヘ ラ ミ ガキ調整を施 し て い る 。 外面の 口 縁部は横方向 の ヘ ラ ミ ガキ調整、 体部か ら

底部 に か け て は ハ ケ 目 の後ヘ ラ ミ ガ キ 調整 を施す。
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小型甑 (30 、3 1 ) 30は 口径

1 6. 5cm、器高 10 .2cm を測り、

底部には直径 1 .0cm程度の穿孔

を有する。 口 縁部は外反し、内

外 面の 口 縁部は ヨ コ ナ デ、内

面の頸部付近はハケ 目、体部は

ヘ ラ ケ ズ リ 、 底部は ナ デをす

る。外面体部はハケ 目 を施す。

3は 底部に 多孔を有し、 口 径

1 7. 0cm、現存高は 1 2.2cmを測

り、 口 縁 部は 緩やかに内湾す

る。内面の 口 縁部は ヨ コ ナ デ、

頸部は ナ デ、体部は縦方向のヘ

ラ ケ ズ リ を施し、外面の 口 縁部

はヨ コ ナ デ、体部はハケ 目を施

している。

甕 (32-34) 32-34は 口径

1 5.4- 1 8. 0cm、体部径 24.6-

25.5cm、器高27.0-28.5cmを

測り、外面の一部に二次焼 成に

よる煤が付 着している。 32 は

内外面の 口縁部が ヨ コ ナ デ、内

面体部はヘ ラ ケ ズ リ 、外面体部

はハケ 目を施す。 33、 34 は内

面の 口縁部が ヨ コ ナ デ、体部は

ヘ ラ ケ ズ リ 、外面はハケ 目を施

す。

高坪 (35 -42) 35は手捏ね

によるもので、口径 1 0.6cm、底

径 7.6cm、器高 1 4.0cm 程度を

測る。外面の一部にハケ 目を施

す。36-39は 口径 1 7.0- 1 9.6

cm、底径 1 3.0- 1 3.9cm、器高

゜
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13.5-15.7cm を測る。36 は口縁部がやや外反し、 坪部の内

外面はヨ コ ナ デを施す。表面には赤色の化粧土を施す。37は

口縁部が緩やかに内湾する。胚部の内面はヘ ラ ミ ガキ、 外面

口縁部付 近は ハ ケ 目をヨ コ ナ デ ですり消し、 後にヘ ラ ミ ガ

キ、 底部はヨ コ ナ デを施している。 38 は口縁部がやや外反

し、 表面に薄 く 化粧土を施す。脚部には 3箇所の穿孔を不等

間隔に穿つ。39 は口縁部が外反し、 底部から体部にかけての

変換部で強い稜線を認める。 表面には赤色の化粧土が施され

る。40 、 41は脚部欠損で 38と同じタイ プになり、 口径は19.2

-20.0 cm。42 は胚部欠損で底径は 14.6 cm を測る。

SK 129 (住居床下• 第 20 図 、 図版15)

土師器

小型丸底壺 (43、 44) 43、 44は共に SI030掘形下の土堀か

ら出土した完形品である。43は口径 7.0 cm 、 胴径 7.4cm 、 器

高6.9 cmを測る。 内面は強いナ デを施し、 外面の体部はナ デ、

底部は ナ デの後 ヘ ラ ケ ズ リ を施す。口縁端部はヘ ラによる面

取りが認められる。44は口径9.6 cm、 胴径9.0 cm、 器高8.5cm

を測る。

内面の口縁部はヨ コ ナ デ、 体部は強いナ デ、 底部は ナ デを施

している。

掘立柱建物 出 土土舘

SB 130-P7 (第 21 図 、 図版15)

土師器

0 5 cm 

第2 0 図 SK129 (住居床下）
出土土器実測図 (1/3)

皿 (45) 口径 15.6 cm 、 底径 1 0.5cm 、 器高2.3cmを測り 、 色調は淡乳褐色を呈す。内面の ロ

縁部はヨ コ ナ デ、 底部は ナ デ調整を施し、 外面は磨耗によって調整不明であるが 、 板 目 圧痕は

認められる。

SB 160-P 3 (第 21 図 、 図版15)

土師器

皿 (46 ) 口径 16.6 cm 、 底径 12.0 cm 、 器高2.4cm を測る。 内外面の口縁部はヨ コ ナ デ、 内面

底部は ナ デ調整が施され 、 外面底部は ヘ ラ 切りで筵 目を認める。また、 内面底部には油煙が付

着 している。
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第 2 1 図 掘立柱建物 ・ 土堀 出 土土器実測図(1/3)

土濱 出 土土器

SK 028 (第 21 図 、 図版 15、 1 6)

土師器

小皿 (47 ) 口径9 .0 cm、 底径 7 .0 cm、 器高 1 .1 cmを測り、 口 縁部はやや内湾する。底部 は 糸

切りで内外面とも ヨ コ ナ デである。
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瓦器

小皿 (49) 口 径9 .9 cm 、 底径8 . 2 cm、 器高1 .8 cm を測り 、 色調は銀灰色である。 口 縁部内外

面は ヨ コ ナ デで、 底部は内面から押し出した後にナ デを施す。外面の底部は糸切りで、 板 目 圧

痕を認める。

碗 (51 -53) 何れも表面は磨耗のため調整は不明である。51は高台径 6 . 7cmを測り、 52は

底部の細片で、 高台径は 6 . 6cmを測る。53は 口 径17.5cmを測り 、 内面に51 同様の線刻文様を

認め、 51 と同一個体の可能性が高 い。内面にエ具による線刻文様が観察できる。

青磁

碗 (54) 口 径 15 . 6 cm を測り 、 内面に沈線が施される。D - VIII ― 1 類

白 磁

碗 (55 、 56) 56 は 口 径 15 . 6 cm を測り 、 口 縁部は玉縁である。 IV-2 類

S K 067  (第 21 図 、 図版15)

土師器

小皿 (48) 口 径9 . 1 cm 、 底径 6 . 7cm 、 器高1 . 3cm を測る。内外面の 口 縁部は ヨ コ ナ デ、 内面

底部は ナ デ調整が施される。外面底部は糸切り後の板 目 圧痕を認める。下層からの出土である。

SK 0 7 1 (第 21 図 、 図版16)

瓦器

小皿 (50) 完形品で、 口 径9 .9 cm 、 底径8 . 2 cm 、 器高 1 .8 cm を測る。色調は黒灰色で内面は

ヘ ラ ケ ズ リ を施す。外面底部は ヘ ラ 切り、 板 目 圧痕を認め、 ヘ ラ ミ ガキも観察される。

溝 出 土土器

SD 026 (第 22 図）

土師器

高杯 (65) 脚部細片で復原底径は 12 . 0 cmを測る。内面外面ともにハケ 目ののち、 ヨ コ ナ デを

施している。

S D  0 50 (第 22図 、 図版16)

土師器

胚 (64) 口 径 12 . 6 cm 、 底径9 . 6 cm、 器高2 . 6 cmを測り 、 底面は糸切り ・ 板 目 圧痕を残す。内

面外面とも ヨ コ ナ デで 口 縁部はやや外反する。

S D  06 1 (第 22図 、 図 版 16)

土師器

小Illl (57、 58) 互いに底面は糸切り痕を認め、 内面外面とも ヨ コ ナ デである。また、 57は ロ

縁部外面に沈線を認める。 57は 口 径8 . 6cm、 底径 7.5cm 、 器高 1 .2 cm、 58 は 口 径8 . 6 cm、 底

径 7. 4 cm 、 器高1 . 3cm を測る。
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S D  065 (第 22図 、図版16)

土師器

小皿 (61) 口径8 . 6c m、 底径 7.0c m、器高1.5cm を測り、 内面外面ともヨ コ ナ デで底面に糸

切り痕を認める。

杯 (62 、 63) 互いに底面は糸切り・板 目 圧痕を認め、 内面外面ともヨ コ ナ デである。 口 縁

部はやや外反し、63に油煙痕を認める。62は 口径 13.0cm、底径9 .0cm、器高2.7cm、63は ロ

径 14.4c m、 底径 10 .0cm、器高2.8c m を測る。

SD 090  (第 22図、図版16)

土師器

小皿 (60) 口径8 . 2cm、底径6 . 4cm、器高1 . 7 cmを測り、底部内面はナ デ、 その他の内面外面はヨ コ

ナ デである。底面は糸切り・板 目 圧痕を認める。口縁部はやや外反する。

- 27 -



ピ ッ ト 出土土器

S P 035 (第 22 図）

瓦器

碗 (66) 口 径 1 6. 4cm、底径 6. 0cm、器高 6.6cm を測る。 口 縁部の内面外面はヨ コ ナ デで、外

面は風化が著しく、 内面は横方向のヘ ラ ミガキを施す。

S P 093  (第 22 図、 図版 1 6)

土師器

小皿 (59) 口 径 8.2cm、底径 6.4cm、器高 1 . 5cm を測り、底面は糸切り・板 目 圧痕を認める。

内面外面はヨ コ ナ デである。

S P  1 1 3  (第 22 図、 図版 1 6)

瓦器

碗 (67) 口 径 1 7.4cm、底径 7.0cm、器裔 6. 1 cmを測る。 口縁部外面及び内面はヨ コ ナ デ後横

方向のヘ ラ ミガキを施し、 体部外面は ヘ ラ ケ ズ リ 後横方向のヘ ラ ミガキを施す。また、高台は

接合のヨ コ ナ デを認める。

そ の 他 の遺物

鉄製品 （第 23 図、 図版 1 7)

釘 (68) 長 さ 3. 5cm を測り、 下部は欠損している。SK 28出土。

鎌 (69 ) 現存長 1 3 . 8cm、 最大幅 3 .0cm を測り、 先端部分は欠損している。S1 30出土。

石製品 （第 23 図、 図版 1 7)

S D 024 

石塔 (70) 火輪と思われる。石材は凝灰岩で、 文字は 「富」 の字であろう。SD 24出土。
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4. お わ り に

今回発掘調査 し た 久富鳥居追跡は 、 L 字状の南北に長い調査区で、 約 2,000 m'を実施 し た。

当初、 試掘調査の段階では、 調査区の全面 に追構が密集 し て い る も の と 思われて い た が、 調

査を実施 し て み る と 殆 どが梅の樹木や畑の耕作な どの攪乱に よ る も の で あ っ た。 検出 さ れた辿

構は主 と し て 、 古墳時代 と 中世 に あ た る も ので、 竪穴住居 1 棟、 掘立柱建物跡 7 棟、 井戸 3 基、

区画溝、 土堀、 ピ ッ ト な どで あ る 。 各辿構、 迫物の内容 に つ い て は 、 (3. 迫跡の調査） で触れ

た と お り であ る が、 追物は全体的に細片かつ少星で あ っ た た め 、 十分な検討がで き な か っ た。 し

か し な が ら 、 逍構か ら 見 た追跡の性格を加味 し つ つ 、 時代 ご と に概観す る こ と で ま と め と し た

し 、
゜

( 1 ) 古墳時代 に つ い て

古墳時代の遺構 と し て は 、 調査区の北端で検出 し た 竪穴住居 (SI030) があ り 、 外 に は こ の

時代 に あ た る 遺構は検出 さ れ な か っ た。 住居プラ ンや辿物出土状況 につ いて は説明 し た と お

り で、 覆土や床付近か ら 多星の土器を廃棄 し て い る こ と や、 辿物に高杯 ・ ミ ニ チ ュ ア を出土

し て い る こ と な どか ら 祭祀的な様相を示 し た 住居であ る こ と が窺え る 。 ま た 、 祭祀 と 関連の

あ る追構 と し て は 、 住居掘形の直下 （南東壁の 中央部） か ら 検出 し た 、 一般的 に屋内土堀 と

さ れ る SK 1 29があ る 。 SK 129の堆積土は、 住居跡の覆土 と 類似する 淡黒褐色土を呈 し て お り 、

明 ら かに床埋土 と は異な り 、 住居廃棄の直前 ま で使用 さ れ て い た可能性 も 高 い 。 出土土器を

み る と 、 SK 129出土の土器(43, 44) 、 住居の覆土や床下出土の土器 は、 柳田編年 ill b - IV式に

相当 し 、 5 世紀前半か ら 中頃の年代を示す堆積の状況な どを考忠す る と 、 実際は、 住居廃棄か

ら 土器廃棄 ま で の時間差は ほ と ん ど な い も の と 考え る 。
註 ー 1

時期 ・ プ ラ ン共 に酷似する 竪穴住居 と し て は 、 当市に所在す る 田佛辿跡（住2 • 住6 • 住 1 9
註 ー 2

• 住21号） 、 ま た 、 近隣では八女市袴 田逍跡 (SB 12) な どで調査例を認め る 。

こ の よ う に 、 こ の時期に お け る 辿構は住居跡 に 限 る も の で、 集落の規模や性格 に つ いての

考察は ほ ぼ不可能な状態であ る。 周 辺 の地形を み る と 集落の本体 は 、 こ れ よ り 更 に 北部へ広

が る も の （現在の松原小学校付近） と 考 え ら れ 、 今 後 の 周 辺 の 調 査 が 待 た れ る 。

(2) 中世 に つ い て

中世に あ た る 辿構 と し て は 、 掘立柱建物跡 7 棟、 井戸 3 基、 区画溝、 土堀 な どがあ り 、 出士

辿物か ら 14 世紀代を比定す る 。 第 2 図にみ る よ う に建物 は調査区全体 に配置 さ れ、 し か も 逆

L 字状 に屈曲 し 、 建物群を区画す る かの よ う に の び る 溝 と の関連 も気に な る と こ ろ であ る 。 こ

こ で は建物の配置や溝 と の 関係を考慮 し な が ら 、 若干の検討を試み る こ と にす る 。

建物 は主軸が ほ ぼ 同 じ方位を示す、 東西棟 と 南北棟 に概ね分別す る こ と がで き 、 東西棟で
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は SB l l O · SB150 · SB160、 南北棟では SB120 · SB130 · SB 140が挙 げ ら れ る 。 検出状況か ら 、

主軸の方位な どを考慮 し な が ら 一連の建物群をグルー プで整理す る と 、 (SB110 · 120) 、 (SB150 ·

160) 、 (SB130) 、 (SB 140) と な る が、 建物の柱穴 に は切 り 合 い がな い こ と や殆 どの追構か ら

は主要 と な る 出土追物がな か っ た た め 、 時期の格差を判断す る ま で は 至 る こ と がで き な か っ

た。 と こ ろ で、 今回検出 し た な かで一際大 き な建物 と な る SB150は 、 建物の全体を検出 し て

い な い も のの 、 南北の両面 に庇を有す る 二面庇の建物で、 柱穴 も 深 く 掘 ら れた し っ か り し た

も のであ る こ と か ら 、 集落の中心的建物 と し て捉え る こ と がで き る 。

建物群 と ほ ぼ 同 じ方位を示す も ので は 、 先述 し た と お り 、 東西か ら 南北方向 に屈曲す る 比

較的幅の狭 い 溝があ る 。 各溝の 内容 に つ い て は (3. 遺跡の調査） で触れた と お り で、 遺物は

細片かつ少凪であ っ た も の の 、 建物群出土遺物 と ほ ぼ同時期の土師器を出土 し て い る た め 同

時期所存の も の と 判断 さ れ る 。 追構の切 り 合 い か ら 溝 の前後関係を整理す る と 、 古 い 順 に

(SD050) - ( SD070 · 080) - ( SD065) - ( SD061) - ( SD059) と な り 、 溝は幾度 と な く 位置を

東へず ら し な が ら 掘 り 直 し を して い っ た も の と 考え る こ と がで き る 。 （各々 の溝は土層断面か

ら 浚 っ た痕跡を認め な い。 ） ま た 、 こ れ ら の 溝 と ほぼ平行 に は し る 同時期の溝が、 調査区の北

端で検出 さ れ (SD019) 、 先述 し た屈曲す る 溝 と 関連があ る も の と すれば、 溝間に は 必然 と 一

つ の空間が浮か び あ が っ て く る の で あ る 。 こ の空間か ら は建物や貯蔵穴、 井戸 と い っ た生活
註ー 3

の一部を代表す る追構が数多 く 検出 さ れて お り 、 こ れ ら 一連の溝は あ る 空間を区画す る た め

の も の と 概ね想像す る こ と がで き る 。 (SD019 と SD061の距離は 溝の心々 で23. 5 m を測 る 。 ）

主た る 時期は遺構や出土辿物の状況 な ど か ら 1 3 世紀中頃か ら 14 世紀前半を比定す る が、
註 ー 4

本追跡周辺 に は 1 2 世紀中期勧請 に かか る 熊野神社を控えて い る こ と な どか ら 、 神社 と の 関連

性 な ど今後の課題 と さ れ る 部分 は残 さ れた こ と に な る 。 周 辺 は ま だ破壊の及んで い な い微高

地が続 い て い る た め 、 今後の 調 査 が 大 い に期待され る と こ ろ であ る 。
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